
 

       

        平成28年４月14日

各  位 

 

上場会社名   中央魚類株式会社

代表者名   取締役会長  伊藤 裕康

（コード番号 8030 東証第二部）

問合せ先責任者  取締役経理部部長  伊妻 正博

（ＴＥＬ．03－3541－2500）

 

（訂正）「平成27年３月期第１四半期決算短信［日本基準］（連結）」の一部訂正について 

 

 当社は、平成26年７月31日に開示いたしました表記開示資料について、一部訂正を行いましたのでお知らせいたしま

す。 

 

１．訂正内容と理由 

 訂正内容と理由につきましては、平成28年４月14日付「過年度の決算短信等の訂正並びに有価証券報告書等の訂正

報告書の提出に関するお知らせ」にて開示しておりますのでご参照ください。 

 

２．訂正箇所 

 訂正箇所は＿＿＿線を付して表示しております。なお、訂正箇所が多数に及ぶことから、訂正箇所を含め訂正後の

み全文を記載しております。 

 

以  上

 



  （訂正後） 
 

 

平成27年３月期  第１四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

        平成26年７月31日 

上場会社名 中央魚類株式会社 上場取引所  東 

コード番号 8030 ＵＲＬ  http://www.marunaka-net.co.jp/ 

代表者 （役職名） 取締役会長 （氏名）伊藤 裕康 

問合せ先責任者 （役職名） 取締役経理部部長 （氏名）伊妻 正博 ＴＥＬ  03－3541－2500 

四半期報告書提出予定日 平成26年８月14日    

配当支払開始予定日 －    

四半期決算補足説明資料作成の有無：無  

四半期決算説明会開催の有無      ：無  

 

  （百万円未満切捨て） 

１．平成27年３月期第１四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率） 
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

27年３月期第１四半期 47,911 14.8 239 △22.4 337 △25.2 274 △30.5 

26年３月期第１四半期 41,741 6.0 308 △23.8 450 △19.4 394 △4.5 
 
（注）包括利益 27年３月期第１四半期 557 百万円 （△22.0％）   26年３月期第１四半期 715 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

27年３月期第１四半期 6.68 － 

26年３月期第１四半期 9.61 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

27年３月期第１四半期 54,385 21,936 35.3 468.49 

26年３月期 54,392 21,703 34.7 459.92 
 
（参考）自己資本 27年３月期第１四半期 19,218 百万円   26年３月期 18,867 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 
  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
26年３月期 － － － 6.00 6.00 
27年３月期 －         
27年３月期（予想）   － － 6.00 6.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率） 
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 184,000 5.9 850 20.2 1,080 3.7 650 △12.9 15.84 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名） 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有 

（注）詳細は、添付資料２ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （２）四半期連結財務諸表の作

成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

（注）詳細は、添付資料２ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （３）会計方針の変更・会計上

の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年３月期１Ｑ 43,153,000 株 26年３月期 43,153,000 株 

②  期末自己株式数 27年３月期１Ｑ 2,130,071 株 26年３月期 2,130,069 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期１Ｑ 41,022,931 株 26年３月期１Ｑ 41,025,131 株 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュ－手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表に対するレビュ－手続は終了しておりません。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想などの将来

予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における国内経済は、政府による経済・金融政策等の効果により企業収益に改善がみ 

られましたが、消費税率の引上げや原材料価格の上昇等によるコストアップが憂慮されており、先行き不透明な状 

況となっております。こうした中で、水産物の需要は消費者の低価格及び節約志向により伸び悩んでおり、依然と 

して厳しい経営環境が続いております。 

当社グループが主力事業を展開する水産物卸売市場業界においては、前年度からの魚価高が続いたため底堅い事 

業展開で推移しております。また、近海域の海水温の上昇等により水産物の供給が不安定になっておりますが、当 

社といたしましては集荷体制に万全を期してまいりました。 

このような状況のもと、当社グループの売上高は47,911百万円(前年同期比14.8%増)となり、売上総利益も2,673 

百万円(前年同期比 10.3%増)となりましたが、新規顧客との取引等による経費増加及び貸倒引当金繰入額の増加等 

もあり、営業利益は239百万円(前年同期比22.4%減)、経常利益は337百万円(前年同期比25.2%減)、四半期純利益 

は274百万円(前年同期比 30.5%減)となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

 当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、受取手形及び売掛金等の増加はありましたが、商品等の減少により

前期末に比べ6百万円減の54,385百万円となりました。負債合計につきましては、支払手形・買掛金等の増加はあ

りましたが、長短借入金等の減少により前期末比238百万円減の32,449百万円となりました。純資産合計は、前期

末に比べ232百万円増加し、21,936百万円となりました。これは主に、その他有価証券評価差額金の増加によるも

のです。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、平成26年５月13日の「平成26年３月期決算短信」で公表いたしました通期の連結 

業績予想に変更はありません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(退職給付に関する会計基準等の適用)

「退職給付に関する会計基準」(企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。)

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。)を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについ

て当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、割引率の決定方法を従

業員の平均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額

を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 5,632 5,679 

受取手形及び売掛金 10,392 12,439 

前渡金 87 89 

商品 8,898 6,736 

原材料及び貯蔵品 10 17 

預け金 658 277 

短期貸付金 1,300 1,756 

繰延税金資産 194 194 

その他 656 469 

貸倒引当金 △855 △863 

流動資産合計 26,975 26,797 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 11,079 10,915 

機械装置及び運搬具（純額） 1,257 1,246 

土地 4,180 4,180 

リース資産（純額） 427 416 

その他（純額） 231 223 

有形固定資産合計 17,176 16,983 

無形固定資産    

のれん 606 593 

借地権 2,101 2,101 

その他 311 306 

無形固定資産合計 3,019 3,001 

投資その他の資産    

投資有価証券 5,822 6,336 

長期貸付金 484 343 

差入保証金 288 296 

繰延税金資産 189 183 

退職給付に係る資産 494 498 

その他 282 300 

貸倒引当金 △342 △355 

投資その他の資産合計 7,220 7,603 

固定資産合計 27,416 27,588 

資産合計 54,392 54,385 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 8,271 9,651 

短期借入金 12,481 10,841 

1年内返済予定の長期借入金 333 427 

未払法人税等 231 88 

未払消費税等 － 264 

賞与引当金 197 92 

役員賞与引当金 25 － 

その他 1,519 1,459 

流動負債合計 23,060 22,826 

固定負債    

長期借入金 5,693 5,539 

繰延税金負債 719 921 

退職給付に係る負債 1,815 1,789 

役員退職慰労引当金 37 37 

本社移転損失引当金 288 288 

長期未払金 281 272 

その他 792 774 

固定負債合計 9,628 9,623 

負債合計 32,688 32,449 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,995 2,995 

資本剰余金 1,341 1,341 

利益剰余金 13,864 13,892 

自己株式 △402 △402 

株主資本合計 17,798 17,826 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,260 1,647 

退職給付に係る調整累計額 △192 △255 

その他の包括利益累計額合計 1,068 1,391 

少数株主持分 2,836 2,717 

純資産合計 21,703 21,936 

負債純資産合計 54,392 54,385 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

売上高 41,741 47,911 

売上原価 39,317 45,238 

売上総利益 2,424 2,673 

販売費及び一般管理費 2,115 2,433 

営業利益 308 239 

営業外収益    

受取利息 43 14 

受取配当金 52 77 

その他 74 49 

営業外収益合計 170 141 

営業外費用    

支払利息 26 42 

その他 1 1 

営業外費用合計 28 43 

経常利益 450 337 

特別利益    

受取賠償金 3 9 

受取保険金 － 1 

関係会社株式売却益 63 － 

建替え損失引当金戻入額 6 － 

投資有価証券売却益 8 － 

特別利益合計 81 10 

税金等調整前四半期純利益 532 347 

法人税等 95 114 

少数株主損益調整前四半期純利益 436 233 

少数株主利益又は少数株主損失（△） 42 △40 

四半期純利益 394 274 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 436 233 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 276 386 

退職給付に係る調整額 － △63 

持分法適用会社に対する持分相当額 1 0 

その他の包括利益合計 278 324 

四半期包括利益 715 557 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 663 597 

少数株主に係る四半期包括利益 51 △40 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。
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